
実施部署 未承認

番号

1

投与日 ルート 時間

day1 div 30分

div 30分以上

フラッシュ

・微小管阻害阻害剤にて、血管外漏出リスク分類は壊死性であるため十分注意。

・注射用水で溶解後、生食又はブドウ糖に希釈、投与時間は30分以上かけて点滴静注

パドセブ点滴静注用 1.25mg/kg

② パドセブ点滴静注用　1.25mg/kg + 注射用水＋生食100mL (200mL/h)

③ 生食50ｍＬ

・膀胱癌診療ガイドラインより、一次治療はGC療法など全身化学療法、、一次治療後の維持療法
としてアベルマブ、二次治療としてペンブロリズマブ、これらの免疫チェックポイント阻害薬投与後
に増悪した三次治療としてエンホルツマブ ベドチンが推奨

・重大な副作用として、重度皮膚障害、、高血糖、末梢性ニューロパチー、骨髄抑制、感染症、腎
機能障害、間質性肺疾患が報告あり。主な副作用として、脱毛、下痢、味覚不全、そう痒感、悪
心。

尿路上皮癌　エンホルツマブ ベドチン（パドセフ®）療法

・インラインフィルターは不要

① 生食 100mL＋デキサート注射液6.6mg 2mL

薬剤名

抗がん剤名・略称 投与日1日投与量 投与法

div.(点滴静注) day1、８，１５

（20mg製剤は注射用水2.3mL、30mg製剤は注射用水3.3mLで溶解し、10mg/mLとなる））

・皮膚障害予防として化学療法当日のみデキサメタゾンを投与、但し高血糖に注意

コメント

癌化学療法名

外来・入院 1クール日数 14day

・プラチナ製剤を含む化学療法及びPD-L1/PD-L阻害薬治療後に増悪した局所進行性又は転移
性尿路上皮癌に適応


